平成24年度山口県健康福祉部連絡協議会議事録
開催日時：平成24年8月3日（金）15：00 ～ 16：30
開催場所：山口県総合保健会館　第４研修室（山口市）
山口県健康福祉部　　　　　　　　健康増進課　　調整監　　　 西生　敏代
　　　　　　　　　　　　　　　　医務保険課　　主査　　　　 判野　哲也
　　　　　　　　　　　　　　　　健康増進課　　主査　　　　 鉄原　学
理事総数：19名
出席者理事数：19名
出席者（理事）：山内秀一　伊藤　弘　三輪光良　大田則彦　金谷浩三　小田真一郎　
齋藤康博　吉永憲正　村田良典　新町浩太郎　堀　健司　蔵永紀靖
　林　忠正　丹羽英彰　兼廣敦子　渡邊征二　池田隆志　増矢勝史　
内藤貴之　
欠席者氏名：なし
　山内会長の司会進行で、各理事の自己紹介から始まり、健康福祉部との協議に入った。
議案１．当会が実施している事業について
・当会が実施している公益性をもった事業実施報告
・胃がん部会、乳がん部会・肺がん部会
・中四国放射線医療技術フォーラム2013の開催について
山内会長：当会が実施している公益性をもった事業実施報告をする。お手元に昨年度と今年度の事業計画を配布した。その中で、公益性をもった事業として、総会・学術大会を行っており、その中で毎年県民公開講座を行っている。その他では、健康フェスタへの参加、フレッシャーズセミナー、定期講習会、胃がん部会講習会の開催、各種研究会の後援を行った。上記の内容はまとめて会誌として発行している。
　昨年度の東日本大震災では、山口県診療放射線技師会から放射線サーベイへの参加、又、福島県の医務所にも3日間、理事が参加している。以上が昨年度の主な事業である。今年度も同様の内容となっている。
山内会長：　今年度は精度管理中央委員会と共催したマンモグラフィ講習会開催の業務委託の話を県から頂いていたが、その進展状況が知りたい。
西生調整監：昨年は無かった為に今年度は予算があると思う。しかし、国からの連絡がまだ無いが、今月中にはわかると思う。
兼廣理事：現段階で出来る準備はすべて行っている。国からの連絡があり次第電話頂きたい。
山内会長：平成24年12月8・9日山口大学の研究棟で行う予定で計画している。精度管理中央委員会にも連絡済であるのでよろしくお願いしたい。
山内会長：今年、日本公衆衛生学会が山口市で開催されるが診療放射線技師会としてもお手伝いしたい。
山内会長：中四国放射線医療技術フォーラムを、来年海峡メッセ下関で開催する予定にしているが、山口県の後援を頂くことは可能か。
西生調整監：専門学会なので名義後援は可能かもわからないが、会場使用料の減免処置は県民公開講座の部分の補助となる可能性が高い。下関市の後援も可能性があると思う。専門学会での会場使用料の減免は難しいと思う。
山内会長：県民公開講座のみの減免は可能か。
西生調整監：可能と思う
山内会長：全てを公開したらどうなのか。参加料も一般市民は無料にする。
西生調整監：持ち帰り検討をおこなう。
山内会長：例えば、県民むけにパネル等を展示している場合の会場の減免は可能か。
西生調整監：そのあたりは、詳しく検討する必要がある。計画書を提出して頂き、協議する形になる。より良い方向になるよう努力する。
山内会長：山口県から依頼を受け「胃がん検診」に関する受託事業を山口県診療放射線技師会が行っているが、来年度日本診療放射線技師会から｢消化管検査｣の基礎講習実施の案があるが、山口県の受託事業と日本診療放射線技師会の事業を共催する形で実施する事は可能か。なお、日本診療放射線技師会の基礎講習カリキュラム内容はお手元の資料に記述してある。
西生調整監：持ち帰って考えたい。基本的には精度管理上の研修である。
山内会長：日本診療放射線技師会の講習では講習の理解度を見るために最後に試験を行うようになっているので、受講者から受講料を徴収するようになっている。
西生調整監：共催が可能かどうかを検討する資料として、規約などの資料をメールして頂きたい。
兼廣理事：以前、マンモグラフィ講習会でも同じような意見が出た時には会長より無理と言われた事がある。
山内会長：精度管理中央委員会のカリキュラムと日本診療放射線技師会のカリキュラムに異なる部分が多くあるため、内容が多すぎて時間的にかなり長くなる為、無理だと言ったと思う。
西生調整監：経費の二重は出来ない為に精査して考えてほしい
村田理事：胃がん部会からは、今年度の講習会を9月9日に予定している。今年度から体験型を企画している。山口県の協力をお願いしたい。
西生調整監：乳がん部会からの、クーポン券の配布で皆さまの駆け込み受診が多く、予約枠が取れない状態と聞いた。担当者会議で駆け込み検査ではなく早めの検査を行うよう指導をお願いしている。
「1枚のコイン」DVDについては、健康づくりセンターで有効活用させて頂いている。
三輪副会長：肺がん部会はあまり活動ができていないが、昨年「気管支の解剖」の講義を行った。今年度は精度管理に取り組みたい。検診受診率が低い事も問題である。
山内会長：山口県として何か要望はないか。
西生調整監：肺がん部会に関しては、受診率が低く住民検診・結核検診を行っていた時代と違い低下している。がん計画も5年経過し今年が改定の年を迎え国と検討し改定を行う。山口県としても50％を目指していきたい。実施地域は市町村であるが、保健師が少なく健診部門までなかなか立ち会えない状況にある。健診を受ける側にもどんな検査になるのか不安があり、リーフレットの作成等で対応し受信者の不安を取り除く事も考えていきたい。それが受診率の向上に繋がると思う。
吉永常任理事：昨年の人口統計がん死亡率が急増していたが何かあるのか。
西生調整監：年齢調整死亡率では、3年前は低かったがだんだんと元に戻り4千人近くががんで死亡されている。
吉永常任理事：前年度と比較し数％違っていた記憶があるが統計の取り方が変わったのか。
西生調整監：確認するが、変わっていないと思う
山内会長：朝日広告社より「お父さんお母さんのための健康講座」の主催依頼があり、山口県診療放射線技師会でお受けする事にした。従来、医師会をメインにした各医療団体で主催していたが、今年度より医師会が主催を降りたため、４～５団体で主催する事となった。当会は兼廣理事を中心に担当して頂き、10月6日に開催が予定されている。
議案2．無資格者の診療放射線業務への対応について
山内会長：昨年の連絡協議会の資料を配布しているが、昨年無資格者対策について話し合いをさせて頂いた。具体的な例としては個人病院で看護師が放射線撮影を行っている事のお話をさせて頂き、医療監視の時に撮影件数等を調べてほしいと要望したと思う。行政側は昨年度以降、何か把握された事項はあるか。
判野主査：保健所にいる3名の放射線技師が医療監視にいくが、診療所はカバー出来ていない。医療監視は、有床診療所は3年に1回、無床診療所は5年に1回の周期でおこなう。昨年伺った事は承知しているが、今年度保健所担当者会議があるのでそこでもこの話をしたい。
丹羽理事：昨年にお話をしたが、確認をして頂けなかったのか。
判野主査：いくつかの保健所とはお話したが、対策が無いのが現状である。それぞれ立入検査に入った時に確認するより方法が無い。
齋藤常任理事：昨年いろいろと対策に関して提案したが、その中で照射録のサインについて放射線技師が撮影した場合はサインは必ず行うのでサインの確認をお願いした。
判野主査：サインは必ずしないといけないものなのか。
兼廣理事：当院は以前の医療監視でサインを確認されている。
丹羽理事：放射線技師がいればサインするが、医師の場合はサインなしでもよい。撮影件数が多いと、診察を行いながら撮影が可能な範囲なのか今後確認しないと何も変わらない。
判野主査：来週の担当者会議で話し合い、気をつけて指導するよう指示する。
林理事：最近開業医の医師もCT装置を導入されている。医師以外の職種が操作されているとしたら、常日頃より患者さんの被曝を意識しながら撮影している我々の意味が無くなる。過剰な被曝にもつながる。被曝の面からも指導をお願いしたい。
齋藤常任理事：その他にも開院時の設置届けを提出されるときに放射線技師の必要性の指導のお願い、医師・放射線技師以外の撮影は医師法に違反することの注意　の意見があった。
山内会長：いろいろと難しいと思うが来年度も意見を聞かせて頂きたいと思うのでよろしくおねがいする。
山内会長：その他の意見はないか。
吉永常任理事：感染対策・リスクマネージメント等は行政側から監査することはないのか。
西生調整監：立入検査の時に感染対策・リスクマネージメントに関しては行っている。
吉永常任理事：MRSA等もするのか。
西生調整監：ある程度の院内感染は、保健所に報告があるためにおこなっている。あった場合は、保健所へ書類の提出をして頂くシステムになっている。
伊藤副会長：山口県には放射線技師が3名おられるが今後1~2年で退職されると思う。今後の医療監視はどうなるのか。
判野主査：現段階では決まっていない為にあまりよくわからない。
山内会長：行政に診療放射線技師が勤務していると、行政との繋がりがより密になるので、今後も診療放射線技師の雇用をお願いしたい。
議案３．その他
山内会長：議題以外の意見は無いか。
山内会長：他に無いようであればこれで終わらせて頂く。
　　　　　本日は忙しい中、貴重な時間を頂きありがとうございました。
（一社）山口県診療放射線技師会　平成24年度連絡協議会
議長（会長）　　山内秀一
議事録署名人　　三輪光良
議事録署名人　　伊藤　弘
議事録作成人　　齋藤康博
